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厳
粛
に
式
典
を
進
行

　

一
月
六
日
、
可
児
市
消
防
出
初
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
出
初
式
は
、
消
防
団
員
、
消

防
署
員
な
ど
消
防
に
携
わ
る
者
に
よ

る
新
年
最
初
の
演
習
で
あ
り
、
そ
の

歴
史
は
、
江
戸
時
代
に
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
伝
統
の
行
事
で
す
。

　

当
日
、
日
比
野
惠
勇
団
長
を
は
じ

め
と
す
る
消
防
団
員
お
よ
び
可
茂
消

防
事
務
組
合
南
消
防
署
員
ら
総
勢
三

百
八
十
九
人
が
、厳
し
い
寒
さ
の
中
、

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
永
年
勤
続
表
彰
や

功
労
者
へ
の
表
彰
状
な
ど
の
伝
達
お

よ
び
授
与
の
後
、日
比
野
団
長
が「
年

末
の
夜
警
に
お
い
て
団
員
が
巡
回
し

て
い
る
こ
と
で
安
心
で
き
た
と
い
う

声
を
聞
き
大
変
頼
も
し
く
感
じ
た
。

今
後
も
地
域
の
防
災
の
要
と
し
て
、

誇
り
を
持
っ
て
消
防
団
活
動
に
励
ん

で
欲
し
い
」
と
団
員
を
激
励
し
ま
し

た
。

　

式
典
終
了
後
、市
役
所
に
移
動
し
、

市
長
ら
に
よ
る
観
閲
を
行
っ
た
後
、

指
令
車
と
消
防
音
楽
隊
を
先
頭
に
、

広
見
地
内
を
行
進
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
市
役
所
北
側
に
設
け
ら
れ
た
や

ぐ
ら
を
目
掛
け
て
、
消
防
団
の
車
両

　

台
と
署
の
は
し
ご
車
か
ら
、
一
斉

１６放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
色
と
り
ど

り
の
放
水
に
、
見
物
に
訪
れ
た
市
民

か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

功
労
者
を
表
彰（
敬
称
略
）

岐
阜
県
知
事
表
彰 

永
年
勤
続
功
労
章
＝
可
茂
消
防
事
務

組
合
消
防
司
令
補　

秋
松
新
次　

勤
続
功
労
章
＝
団
長　

日
比
野
惠

勇
、
可
茂
消
防
事
務
組
合
消
防
司
令

補　

大
澤
正
則

功
労
章
＝
副
団
長　

水
野
泰
行
、
第

２
分
団
分
団
長　

三
宅
鈴
夫
、
第
４

分
団
分
団
長　

菅
内
桂
市
、
可
茂
消

防
事
務
組
合
消
防
司
令
補　

伊
藤
太

一
、
可
茂
消
防
事
務
組
合
消
防
士
長

早
川
秀
明

優
秀
家
族
賞
＝
副
団
長　

小
澤
修
二

（
妻
）
明
美
、
第
４
分
団
第
４
部
団
員

安
藤
伸
二
（
妻
）
マ
ミ

岐
阜
県
消
防
協
会
長
表
彰 

功
績
章
＝
第
３
分
団
分
団
長　

櫻
井

謙
、
第
１
分
団
第
４
部
部
長　

村
井

功
、
第
３
分
団
第
４
部
部
長　

大
崎

裕
司
、
可
茂
消
防
事
務
組
合
消
防
士

長　

中
井
康
雄
、
可
茂
消
防
事
務
組

合
消
防
士
長　

佐
藤
貴
明

中
濃
振
興
局
長
表
彰 

功
労
章
＝
第
１
分
団
分
団
長　

可
児

新
春
を
飾
る
可
児
市
消
防
出
初
式
が
、
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
と
市
役
所
駐
車
場
の
２
会

場
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
市
民
が
見
守
る
中
、
市
中
行
進
や
一
斉
放
水
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
団
員
た

ち
は
、
地
域
防
災
の
要
と
し
て
の
士
気
を
高
め
、
結
束
を
強
く
し
て
い
ま
し
た
。

広報かに ２００８.２.１�

義
美
、
第
２
分
団
第
２
部
部
長　

杉

山
顴
明
、
第
３
分
団
第
１
部
部
長

日
比
野
繁
樹
、
第
４
分
団
第
２
部
部

長　

安
在
隆

可
児
市
長
表
彰 

功
労
章
＝
第
１
分
団
第
２
部
部
長　

守
口
忠
志
、
第
１
分
団
第
３
部
部
長

田
口
須
美
治
、
第
２
分
団
第
１
部
部

長　

大
平
正
樹
、団
員　

今
枝
宏
真
、

闍
橋
洋
平
、
第
２
分
団
第
２
部
団
員

小
池
哲
、
第
２
分
団
第
３
部
部
長　

渡
邊
淳
郎
、
団
員　

渡
邉
将
司
、
第

２
分
団
第
４
部
部
長　

加
納
克
彦
、

第
３
分
団
第
１
部
班
長　

溝
口
有

二
、
可
児
徹
也
、
第
３
分
団
第
２
部

部
長　

櫻
井
裕
久
、
班
長　

吉
本
浩

崇
、
第
３
分
団
第
３
部
班
長　

小
深

田
雅
也
、
第
３
分
団
第
４
部
班
長
鈴

木
彰
、
第
４
分
団
第
１
部
部
長　

田

中
文
彦
、
団
員　

各
務
稔
弘
、
第
４

分
団
第
３
部
部
長　

林
和
久
、
第
４

分
団
第
４
部
部
長　

山
口
好
成

感
謝
状
＝
白
木
晋
也
さ
ん
（
川
合
）、

亀
地
健
太
郎
さ
ん
（
川
合
）、
安
藤
美

紀
代
さ
ん
（
下
恵
土
）

可
児
市
消
防
団
長
表
彰 

５
年
勤
続
章
＝
小
池
哲
也
、
丹
羽
保

之
、
闍
木
勝
利
、
佐
々
木
洋
一
、
伊

佐
次
直
樹
（
第
１
分
団
第
２
部
）、
可

児
幸
一
、
吉
田
晃
、
鈴
木
里
司
（
第

１
分
団
第
３
部
）、
古
田
尚
紀
、
可
児

学
、 

下
研
吾
、
加
藤
至
裕
（
第
１

分
団
第
４
部
）、
馬
場
斉
毅
、
菱
川
暢

之
、吉
田
俊
一（
第
２
分
団
第
１
部
）、

小
池
哲
、
田
上
哲
也
、
古
田
智
裕

（
第
２
分
団
第
２
部
）、長
谷
川
啓
仁
、

山
口
裕
教
、
渡
邉
将
司
（
第
２
分
団

第
３
部
）、
若
尾
和
浩
、
近
藤
賢
一

（
第
３
分
団
第
１
部
）、可
児
政
彦（
第

３
分
団
第
２
部
）、
芦
口
幸
一
、
鐡
川

大
輔
（
第
３
分
団
第
３
部
）、
吉
田
直

彦
、田
口
雅
之（
第
３
分
団
第
４
部
）、

肥
田
剛
（
第
４
分
団
第
３
部
）、
野
村

祐
介
（
第
４
分
団
第
４
部
）

３
年
勤
続
章
＝
佐
藤
浩
伸
、
久
永
和

也
、
久
保
田
真
二
、
山
田
淳
也
、
宇

野
春
雄
、
美
齊
津
貢
太
、
續
木
雄
介

（
第
１
分
団
第
１
部
）、
加
納
秀
一
、

佐
藤
貴
信
、
栗
本
洋
一
（
第
１
分
団

第
２
部
）、小
池
昌
彦
、三
宅
邦
一
、千

賀
康
裕
、
玉
田
一
輝
（
第
１
分
団
第

３
部
）、
可
児
資
和
、
小
島
則
和
、
西

垣
利
美
（
第
１
分
団
第
４
部
）、
河
合

宏
典
、
前
田
浩
介
（
第
２
分
団
第
１

部
）、
日
比
隼
人
、
山
本
晃
（
第
２
分

団
第
２
部
）、
熊
澤
秀
彦
、
柴
田
克
敏

（
第
２
分
団
第
３
部
）、
尾
闢
陽
介
、

吉
田
暁
正
、
岩
田
昇
一
、
板
津
希
祐

（
第
３
分
団
第
１
部
）、中
嶋
政
人（
第

３
分
団
第
２
部
）、
平
塚
圭
介
、
齋
藤

雄
太
（
第
３
分
団
第
３
部
）、
伊
藤
秀

明
、
清
水
耕
人
、
廣
瀬
誠
（
第
３
分

団
第
４
部
）、
闍
木
信
弥
（
第
４
分
団

第
１
部
）、
渡
辺
茂
雄
、　

水
野
孝
志

（
第
４
分
団
第
３
部
）

精
勤
章
＝
宇
野
春
雄
、
玉
置
祐
也
、

清
水
勉
、
大
野
浩
之
、
堂
園
浩
司

（
第
１
分
団
第
１
部
）、
秋
山
賢
司
、

細
野
幸
春
、
細
江
秀
徳
、
貞
本
宣
良
、

伊
藤
裕
也
（
第
１
分
団
第
２
部
）、
小

池
昌
彦
、
吉
田
龍
二
、
三
宅
洋
弥
、

安
達
俊
喜
、
加
藤
直
樹
（
第
１
分
団

第
３
部
）、西
垣
利
美
、堀
田
俊
明
、中

村
雅
也
、
渡
邉
卓
也
、
可
兒
祥
寛
、

渡
邉
晃
好
（
第
１
分
団
第
４
部
）、
今

枝
宏
真
、
馬
場
斉
毅
、
板
倉
彰
、
金

本
晃
司
（
第
２
分
団
第
１
部
）、
柘
植

光
弘
、
山
本
晃
、
鈴
木
直
也
、
佐
光

一
輝
、
長
沼
優
太
（
第
２
分
団
第
２

部
）、
加
藤
君
宜
、
山
口
裕
、
柴
田
克

敏
、
宮
地
幸
平
、
林
宏
樹
（
第
２
分

団
第
３
部
）、佐
橋
徹
栄
、山
田
和
由
、

竪
山
雄
二
、
多
賀
学
、
金
子
伸
好

（
第
２
分
団
第
４
部
）、
溝
口
有
二
、

伊
神
朋
範
、
奥
村
高
徳
、
林
竜
吾
、

長
谷
川
政
昭
（
第
３
分
団
第
１
部
）、

林
数
馬
、
堀
井
潤
、
岡
田
博
之
、
佐

藤
祐
治
、
可
児
夏
樹
、
土
田
智
樹

（
第
３
分
団
第
２
部
）、
山
下
充
、
花

井
順
也
、
上
野
洋
平
、
澤
野
祐
二
、

川
路
昭
男
（
第
３
分
団
第
３
部
）、
吉

田
直
彦
、
久
野
健
二
、
伊
藤
祥
治
、

山
田
聡
史
（
第
３
分
団
第
４
部
）、
山

闢
洋
一
、
相
羽
芳
樹
、
磯
谷
恒
彰

（
第
４
分
団
第
１
部
）、
渡
邉
和
孝
、

太
田
徳
保
、
酒
井
宜
規
、
溝
口
直
行
、

國
枝
靖
生
（
第
４
分
団
第
２
部
）、
渡

辺
茂
雄
、
林
桂
太
郎
、
奥
村
篤
司
、

肥
田
朋
樹
、
横
山
厚
志
（
第
４
分
団

第
３
部
）、
渡
邉
久
、
高
柳
佳
弘
、
安

藤
伸
二
、
可
児
貴
満
、
纐
纈
隆
広

（
第
４
分
団
第
４
部
）

●
問
合
先　

防
災
安
全
課

市役所駐車場での観閲の様子

功労者に表彰状が授与されました

広見地内を行進する消防車

広見、石井、広眺ケ丘第１部

第１分団 瀬田、柿田、渕之上、平貝戸、石森第２部
中恵土第３部
下切、今、谷迫間、みずきケ丘、姫ケ丘第４部
今渡第１部

第２分団 下恵土、禅台寺、徳野南第２部
川合、川合北第３部
土田第４部
矢戸、長洞、室原、塩、坂戸、美里ケ丘第１部

第３分団 塩河、清水ケ丘第２部
菅刈、西帷子、緑、鳩吹台、虹ケ丘第３部
東帷子、長坂、愛岐ケ丘、光陽台、若葉台、帷子新町第４部
久々利、柿下、柿下入会第１部

第４分団 羽崎、二野、緑ケ丘、羽生ケ丘第２部
大森、大森台、桜ケ丘、皐ケ丘、桂ケ丘、星見台、松伏第３部
兼山第４部
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申
告
が
必
要
な
人（
所
得
税
）

　

次
の
人
は
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
事
業
（
営
業
・
農
業
）
所
得
、
不
動
産
所

得
、
雑
所
得
（
公
的
年
金
等
）
や
一
時
所

得
な
ど
が
あ
り
、
計
算
の
結
果
、
所
得
税

額
が
発
生
す
る
人

②
給
与
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え
る
人

③
給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て
い
て
、
そ
の

他
の
所
得
合
計
額
が　

万
円
を
超
え
る
人

２０

④
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、

年
末
調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
給
与
の
収
入

金
額
と
給
与
以
外
の
他
の
所
得
金
額
の
合

計
額
が　

万
円
を
超
え
る
人

２０

⑤
退
職
所
得
が
あ
り
、
源
泉
徴
収
税
額
が
正

規
の
税
額
よ
り
少
な
い
人
な
ど

申
告
が
必
要
な
人（
市
県
民
税
）

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
は
市
県
民
税
の

申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の

①
〜
④
に
該
当
す
る
人
は
市
県
民
税
の
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
人

②
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
市
に
提

出
さ
れ
て
い
る
人
で
、
当
該
給
与
以
外
に

所
得
の
な
い
人

③
公
的
年
金
の
支
払
者
か
ら
公
的
年
金
支
払

報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
で
、

そ
れ
以
外
の
所
得
の
な
い
人

④
次
の
市
県
民
税
の
非
課
税
基
準
に
該
当
す

る
人

●
扶
養
す
る
親
族
の
な
い
人
↓
合
計
所
得

金
額
が　

万
円
以
下

２８

●
扶
養
す
る
親
族
の
あ
る
人
↓
合
計
所
得

金
額
が　

万
円
×（
１
＋
扶
養
人
数
）＋

２８

　

・
８
万
円
以
下

１６
申
告
の
方
法

○
申
告
相
談
を
利
用

　

左
の
日
程
表
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
ご
自
身
で
申
告
書
を
作
成

①
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
告
書
を
作

成
し
、
印
刷
し
て
く
だ
さ
い

②
市
税
務
課
ま
た
は
多
治
見
税
務
署
で
必
要

用
紙
を
入
手
し
、
申
告
書
を
作
成
し
て
く

だ
さ
い

※
提
出
方
法
は
、
市
県
民
税
申
告
書
は
、
市

税
務
課
へ
、
所
得
税
確
定
申
告
書
は
、
多

治
見
税
務
署
へ
、
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

●
郵
送
ま
た
は
提
出
先　

〒
５
０
７
�
８

７
０
６　

多
治
見
市
音
羽
町
１
丁
目　

番
３５

地　

多
治
見
税
務
署

（
日
程
表
に
あ
る
申
告
会
場
へ
提
出
い
た

だ
い
て
も
結
構
で
す
。）

今
年
も
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
県
民
税
の
申
告
の
時
期
が
来
ま
し
た
。
平
成　

年
分
の
所
得
税
確
定
申
告

１９

と
平
成　

年
度
の
市
県
民
税
申
告
の
相
談
と
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

２０
〜
所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
〜

申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
ははははははははははははははははははははははははははははははははは
期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限限
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
ににににににににににににににににににににににににににににににににに
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ししししししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

申
告
は
期
限
内
に
お
願
い
し
ま
す

相談受付時間　月～金曜日　午前９時～午後４時

月日 税務署各連絡所総合会館

会場③対象地区会場②対象地区会場①

セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ

全域
ただし還付
申告のみ

総
合
会
館
５
階
大
ホ
ー
ル

２／１２
（火）

２／１３
（水）

２／１４
（木）

２／１５
（金）

セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ（
多
治
見
市
東
町
）

徳野南

総
合
会
館
５
階
大
ホ
ー
ル

２／１８
（月）

中恵土２／１９
（火）

羽生ケ丘２／２０
（水）

兼山兼山
公民館広眺ケ丘２／２１

（木）

下切、今、谷迫間、北姫ニ
ュータウン、姫ケ丘、みずき
ケ丘

姫治
連絡所

広見

２／２２
（金）

長坂、菅刈、帷子新町

帷子
連絡所

２／２５
（月）

鳩吹台、虹ケ丘、東帷子２／２６
（火）

愛岐ケ丘、光陽台、西帷子石井、
大森台

２／２７
（水）

若葉台、緑

下恵土

２／２８
（木）

矢戸、坂戸、室原、長洞
春里
連絡所

２／２９
（金）

塩、塩河、美里ケ丘３／３
（月）

土田土田
連絡所

３／４
（火）

禅台寺３／５
（水）

瀬田、柿田、平貝戸、渕之
上、石森、しらさぎ

広見東
連絡所清水ケ丘３／６

（木）

桜ケ丘、皐ケ丘、桂ケ丘、
星見台

桜ケ丘
連絡所川合、

川合北

３／７
（金）

３／１０
（月）

久々利、柿下、久々利柿下
入会、小滝苑

久々利
連絡所大森３／１１

（火）

羽崎、緑ケ丘、二野平牧
連絡所松伏３／１２

（水）

今渡今渡
連絡所

全域

３／１３
（木）

３／１４
（金）

３／１７
（月）

※ご都合により、対象地区以外の日に来場されても構いません。
※事業所得や不動産所得のある人で、収支計算されていない人や
土地・建物・株式などを譲渡した所得のある人は、市内の申告
会場では相談を行いません。多治見税務署の申告会場「セラミ
ックパークＭＩＮＯ」をご利用ください。

申告相談会場および日程表

広報かに ２００８.２.１�

　申告に必要なもの　

申告には、収入や源泉徴収税額を明らかにするものや控除額を証する次のようなものが必要となります。以下のうち、ご
自身の該当するものをご用意ください。

１．印鑑（スタンプ印でないもの）
２．所得税が還付になる人は、本人名義の預金通帳

必
須

３．給与や年金の所得があった人は、会社や社会保険庁、公的年金基金などが発行した「源泉徴収票」
４．報酬、配当などの所得があった人は、支払金額が分かる「支払調書」
５．営業、農業または不動産などの所得があった人は、その「収支内訳書」
６．生命保険や損害保険契約に基づく一時金、満期返戻金を受け取った場合は、その支払金額、掛金の分かるもの
７．土地・建物などの譲渡所得があった人は、売買契約書と必要経費の領収書など

収
入
が
分
か
る
も
の

８．国民健康保険や介護保険料を支払っている人は、支払金額の分かるもの
９．国民年金や国民年金基金に加入し保険料を払っている人は、その「支払証明書」
１０．　生命保険料、地震保険料などを支払っている人は、その「支払証明書」
１１．　配偶者特別控除を受ける人は、配偶者の平成１９年中の所得金額の分かるもの
１２．本人や扶養親族で障がいのある人がいる場合、「障害者手帳」
１３．勤労学生控除を受ける人は、「在学証明書」
１４．医療費控除を受ける人は、「医療費の領収書」、「医療費の明細書」、保険金などの補てん金額のある人は補て
ん金額の分かるもの、また、おむつを使用している人は「おむつ使用証明書」、「おむつの領収書」など

１５．住宅借入金等特別控除を受ける人は、「住民票の写し（１月１日以降に取ったもの）」、「登記（全部）事項証
明書（原本）」、「工事請負契約書や売買契約書（コピー）」、借入金の「年末残高証明書（原本）」など

控
除
す
る
た
め
の
も
の

Ｈ１１～１８年に住宅を取得し、所得税の住宅借入金等特別控除を受けている人は、ご注意を！　
　所得税で住宅借入金等特別控除を受けている人で、税源移譲（所得税を下げ、市県民税を上げる）により、住宅借入
金等特別控除を受けることができる金額に影響がある人は、その影響額を市県民税から控除する制度ができました。対
象となる人は、別途所定の申告書の提出が必要です。詳しくは、「広報かに」１月１５日号をご覧いただき、確定申告書
を提出する人は、確定申告の提出と同時に税務署または市の申告相談会場へ、それ以外の人（年末調整のみの人など）
は市税務課へ申告書を提出してください。

　

　多治見税務署からのお願い　

　多治見税務署では、平成１９年分の確定申告から、確定申告会場を「セラミックパークMINO」に移します。開設期間

は、２月１２日（火）から３月１７日（月）（土・日を除く）です。開設期間中は、多治見税務署では確定申告会場を設けて

おりませんのでご注意ください。詳しくは「広報かに」１月１５日号をご覧ください。申告会場では「確定申告の手引き」

などを参考に、ご自分で申告書等を作成する体制を整えています。申告書等の記載方法についてのご質問に、職員がアド

バイスします。

●国税庁ホームページや電子申告（e-Tax）が便利です
　所得税・消費税等の確定申告書の作成は、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただければ、

確定申告書（所得税・消費税等）や青色申告決算書、収支内訳書などの作成・出力が簡単にできます。また、電子申告

（e-Tax）をご利用いただければ、「確定申告書等作成コーナー」で作成した申告書等のデータをそのまま送信することが

できます。

詳しくはホームページをご覧ください。なお、申告書等は郵送でも提出していただけます。

○国税庁ホームページアドレス　http//www.nta.go.jp/　○e-Taxホームページアドレス　http//www.e-tax.nta.go.jp/

　

　市税務課からのお願い　

　毎年、申告期間の前半や週の初めに相談が集中し、長時間お待ちいただく場合がありますので、なるべく日程表に従っ

てご来場ください。

　また、次の日は庁舎駐車場の混雑が予測されます。できるだけ、公共交通機関をご利用になるか、乗り合わせでご来場

ください。

●市役所・総合会館　駐車場の混雑が予測される日

　２／１８（月）、２／２１（木）、２／２５（月）、３／３（月）、３／５（水）、３／１０（月）、３／１１（火）

●問合先　多治見税務署　�０５７２�０１０１　または市税務課
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特定健診・保健指導 

年
に
一
度
は
健（
検
）診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

特
定
健
診
は
、
医
療
保
険
者
ご
と
に
対
象

者
の
特
定
健
診
受
診
率
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
・
予
備
群
の
減
少
率

等
の
目
標
を
定
め
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

そ
の
目
標
が
達
成
で
き
な
い
と
、
医
療
保

険
者
が
支
払
う
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

拠
出
金
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
健
診
や
保
健
指
導
を
利
用
す
る

人
が
少
な
い
と
、
異
常
を
発
見
で
き
な
い
だ

け
で
な
く
、
将
来
的
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
拠
出
金
の
額
が
増
え
る
こ
と
に
よ

り
、
健
康
保
険
税
が
高
く
な
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
「
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
い
い
や
」「
暇
が

な
い
」
と
健
（
検
）
診
を
先
延
ば
し
に
す
る

の
で
は
な
く
、
あ
な
た
自
身
の
健
康
を
守
る

た
め
、
ま
た
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
医
療
費

適
正
化
の
た
め
に
も
、
年
に
一
度
は
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　
　

ど
こ
か
ら
誰
に
受
診
案
内
が
届
く
の
？

医
療
保
険
者
（
保
険
料
を
徴
収
し
、
保

険
給
付
を
行
う
者
。
可
児
市
国
民
健
康

保
険
の
保
険
者
は
、
可
児
市
。
そ
の
他
政
府

管
掌
健
康
保
険
・
組
合
健
保
・
共
済
組
合
な

ど
）
か
ら
、　

〜　

歳
の
加
入
者
に
案
内
が

４０

７４

届
き
ま
す
。

私
は　

歳
で
す
。
健
診
は
受
け
ら
れ
な

７５

い
の
？

　

歳
以
上
の
人
は
、
同
じ
く
４
月
か
ら

７５始
ま
る
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
よ

る
健
診
が
受
診
で
き
ま
す
。

昨
年
、基
本
健
康
診
査
を
受
け
た
け
ど
、

今
年
は
受
け
ら
れ
な
い
の
？

基
本
健
康
診
査
は
廃
止
さ
れ
、
医
療
保

険
者
ご
と
に
実
施
す
る
特
定
健
診
と
な

り
ま
す
。
ご
自
分
の
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療

保
険
者
か
ら
の
特
定
健
診
案
内
に
基
づ
き
、

お
受
け
く
だ
さ
い
。

国
保
加
入
者
で
す
。
現
在
の
生
活
習
慣
病

検
診（　

〜　

歳
対
象
）は
ど
う
な
る
の
？

２０

６９

　

〜　

歳
の
人
に
は
、
国
保
健
診
事
業

２０

３９

（
検
査
項
目
を
一
部
変
更
）と
し
て
継
続

し
ま
す
。　

歳
以
上
の
人
は
、
特
定
健
診
と

４０

そ
の
他
の
が
ん
検
診
を
組
み
合
わ
せ
て
お
申

し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
ほ
ぼ
同
程

度
の
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

特定健診・保健指導の内容 

基本的な検査 
問診・身体計測・腹囲測定・血圧測
定・血液検査（肝機能・脂質・血糖）・
尿検査 

詳細健診 
医師が必要と判断した人に 
貧血・心電図・眼底検査 

受診結果を分析 

生活習慣の 
改善の必要性が 
 

高い人 

中程度の人 

低い人 

に分かれます 

保健指導 
専門家（医師・保健師・管理栄養士等）が、
個別に結果を分析し、食生活や運動の生
活習慣改善計画実践をお手伝いします。 
例えば・・・ 

・空腹時血糖値が 
 100mg/dlを超えています 
・○○kcal食べ過ぎですね 
・では、○○○○を1カ月  
  継続しましょう　　 
　など… 

＋ 
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特定健診・保健指導 

今
ま
で
受
け
て
い
た
が
ん
検
診
等
は
ど

う
な
る
の
？

可
児
市
在
住
の
対
象
年
齢
の
人
で
あ
れ

ば
、
加
入
保
険
に
関
係
な
く
今
ま
で
ど

お
り
受
診
で
き
ま
す
。

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
の
健
診
・
が
ん

検
診
等
は
ど
う
や
っ
て
受
診
す
る
の
？

①
対
象
者
に
は
、
６
月
以
降
、
誕
生
月

順
に
市
で
受
診
可
能
な
健
（
検
）
診

の
申
込
案
内
を
届
け
ま
す
（
結
核
検
診
に

つ
い
て
は
、
別
に
案
内
し
ま
す
）。

②
受
診
者
は
、
受
診
希
望
の
健
（
検
）
診
を

申
し
込
み
ま
す
。

③
実
施
医
療
機
関
か
ら
、
受
診
者
に
健
（
検
）

診
日
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
今
ま
で
と
変
わ
る
こ
と
は

あ
る
の
？

各
公
民
館
等
で
受
診
し
て
い
た
だ
い
た

健
（
検
）
診
が
、
結
核
検
診
を
除
き
各

医
療
機
関
で
の
実
施
に
な
る
な
ど
、
右
の
図

の
と
お
り
変
更
点
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先　

国
保
年
金
課

　
　
　
　
　

健
康
増
進
課

今まで（19年度まで） これから（20年度以降・予定） 

基本健康診査　 
（申込時期２～３月） 
（個人負担金１,５００円） 
対象：可児市在住の４０歳 
以上の人 

健（検）診を一つずつ受診 
各健（検）診ごとに 
保健センターや 
公民館で受診 

健（検）診費用免除対象者 
７０歳以上の人 
６５歳以上の医療受給者証がある人 
生活保護世帯の人 

特定健診（申し込みおよび実施時期６～３月ほぼ通年） 
（個人負担金あり） 
（実施場所・費用など内容が確定次第お知らせします） 
対象：可児市の国民健康保険に加入の４０～７４歳の
人。国保以外の人は加入されている医療保険者から
案内があります。 
後期高齢者医療制度による健診 
（個人負担金５００円） 
対象：可児市在住の後期高齢者医療制度加入の人 

同日に複数の健（検）診受診も可能 
医療機関によっては、同日に受けられるドッグ
形式に（ただし、結核・子宮がん・乳がん・歯
周病検診は別日に指定機関等で実施） 

健（検）診費用免除者の縮小 
対象：生活保護世帯の人 

個人負担金（予定）対象（年齢基準日：実施年度の４月１日）検診名

１,０００円
２,０００円

４０歳以上　間接撮影（検診車利用）
　　　　　直接撮影（施設利用）胃 が ん 検 診

５００円４０歳以上大 腸 が ん 検 診

無料６４歳以上結 核 検 診

エックス線直接撮影７００円
喀痰５００円４０歳以上（ただし結核検診を受診していない人）肺 が ん 検 診

７００円５０歳以上の男性（ただし前年・前々年度結果が基準値以下の人は受けられません）前立腺がん検診

１,０００円２０歳以上で前年度市の子宮がん検診を未受診の女性（２年に１度）子 宮 が ん 検 診

４０歳代１,８００円
５０歳以上１,５００円

４０歳以上で前年度市の乳がん検診を未受診の女性（２年に１度）
（４０歳代２方向両側の計４枚撮影／５０歳以上１方向両側の計２枚撮影）乳 が ん 検 診

１,０００円４０歳の人または過去に肝炎検査を受けたことがない人肝 炎 検 査

１,０００円４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の女性骨粗鬆症予防検診

５００円４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳歯 周 病 検 診

健（検）診受診までの流れ 

受診者 市役所 

市内指定 
医療機関 ①健（検）診申込書送付 

②健（検）診申込書返送（申込） 

③健（検）診日のご案内と検診票の送付（郵送） 

④受　　診 



�

中
心
線

4メートル

2メートル

後退用地 後退用地

※道路後退用地では家を建てたり、門、
塀などを築造することができません。

2メートル

すみ切り用地

①

②

③

④

道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道

ののののののののののののののののののののののののののののののののの

役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役

割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割

道
の
役
割

　

私
た
ち
が
安
心
し
て
快
適
に
生
活
す
る
た

め
に
、道
路
は
人
や
車
の
通
行
、そ
の
ほ
か
通

風
や
採
光
な
ど
の
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
狭
あ
い
道
路
で
は
、
消
火
活
動

や
災
害
時
の
避
難
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、
い

ざ
と
い
う
場
合
に
生
命
の
安
全
や
財
産
の
保

全
に
支
障
を
来
し
ま
す
。

助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償償
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

助
成
金
・
報
償
金
制
度

　

後
退
用
地
内
の
門
、
塀
の
除
去
な
ど
の
費

用
に
対
す
る
助
成
金
の
制
度
や
、
す
み
切
り

用
地
な
ど
を
寄
付
さ
れ
た
場
合
の
報
償
金
の

制
度
が
あ
り
ま
す
（
下
図
参
照
）。

　

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
こ

の
事
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

建
築
指
導
課

市
は
、
道
路
の
幅
員
が
４
メ
ー
ト
ル
未
満
の
狭
い
道
路
（ 
狭 
あ
い
道
路
）
に
つ
い
て
、

き
ょ
う

「
狭
あ
い
道
路
整
備
事
業
」
に
よ
り
拡
幅
・
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
積
極
的
に
こ
の
事
業
制
度
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
助
成
金
、
報
償
金
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

狭狭
ああ
いい
道道
路路
のの
整整
備備
にに
ごご
協協
力力
をを

通れないよぉ

●人が歩きにくく、
自転車も走りにくい
●救急車や消防車が
入りにくい
●火災時には延焼
しやすい
…など

よかったぁ、
通れるよ！

ピーポー

ピーポー

ピーポー

ピーポー

狭
い
道
に
は

こ
ん
な
問
題
が
！！

助成金制度（後退用地内）
�門、塀の除去など① �樹木の伐採・移植など②
報償金制度
�すみ切り用地などを寄付③
道路の整備
�すみ切り用地③、後退用地④の舗装（簡易舗装程度）

「狭あい道路整備事業」の内容（参考図）



広報かに ２００８.２.１�

　
「
可
児
っ
子
し
ん
ち
ゃ
ん
」
は
、
昭
和　

年
５７

４
月
１
日
号
を
皮
切
り
に
、
毎
月
１
日
号
の

広
報
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

作
者
は
漫
画
家
の
赤
座
ひ
で
は
る
さ
ん
。

こ
こ
可
児
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
現
在
も
市
内

に
住
み
な
が
ら
創
作
活
動
に
励
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
傍
ら
で
執
筆
を
続
け
て
き
た
「
可

児
っ
子
し
ん
ち
ゃ
ん
」は
、一
回
だ
け
休
載
し

た
こ
と
は
あ
っ
た
も
の
の
、
開
始
以
来
毎
月

の
広
報
紙
面
を
飾
り
、　

年
と
い
う
長
い
年

２５

月
を
経
て
連
載
３
０
０
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
発
刊
し
た
「
オ
ー
イ
し
ん
ち
ゃ
ん
」

に
は
、
記
念
す
べ
き
第
１
回
か
ら
第
３
０
０

回
ま
で
を
す
べ
て
収
録
し
ま
し
た
。
過
去
の

作
品
を
あ
ら
た
め
て
読
み
返
す
と
、
い
つ
で

も
明
る
く
振
る
舞
う
主
人
公
し
ん
ち
ゃ
ん
の

活
躍
ぶ
り
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

が
描
か
れ
た
当
時
の
時
代
背
景
や
市
内
の
出

来
事
な
ど
も
分
か
り
ま
す
。

●
体
裁　

Ａ
５
判
・
約
１
５
０
ペ
ー
ジ

●
価
格　

５
０
０
円

●
販
売
場
所　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
兼
山

振
興
事
務
所
、
各
連
絡
所

●
問
合
先　

市
政
情
報
課

「可児っ子しんちゃん」の作者

　赤座ひではるさん

昭
和　

年
４
月
の
市
制
施
行
と
同
時
に
掲
載
を
始
め
た
「
可
児
っ
子
し
ん
ち
ゃ
ん
」。

５７

昨
年
の
４
月
１
日
号
で
連
載
３
０
０
回
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
は
こ
れ
ま
で
の
作
品
を
ま
と
め
た
記
念
誌
「
オ
ー
イ
し
ん
ち
ゃ
ん
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　可児市が「市」になった時に描き始め

た「可児っ子しんちゃん」も、おかげさま

で３００回を越えることができました。

　プロデビューから３５年以上漫画を描

いてきましたが、最近では出版社や専

門学校で後進を育てる仕事が主にな

り、今ではこの連載はささやかなライフワ

ークです。

　これからもどうぞ、しんちゃんをかわい

がってやってください。



ひ
ら 青

少
年
育
成
だ
よ
り
⑯ 

なくした物が見つかる春吉稲荷 

⑪ 

はるよし 

��

創
立　

周
年
を
迎
え
る

２０可
児
市
少
年
少
女
合
唱
団

　

市
内
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親
委
員
会

の
発
想
に
よ
り
小
学
生
を
対
象
に
発

足
し
、
今
年
で
創
立　

年
目
を
迎
え

２０

ま
し
た
。
合
唱
活
動
を
通
し
て
「
心

や
さ
し
い
子
、
積
極
的
に
活
動
で
き

る
子
を
育
て
よ
う
」
と
、
週
１
回

（
毎
週
土
曜
日
）の
練
習
で
は
あ
り
ま

す
が
、
現
在
小
・
中
・
高
の
児
童
生

徒　

人
が
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

４２
す
。
ま
た
、
小
学
生
か
ら
十
数
年
続

け
て
い
る
４
人
の
大
学
生
な
ど
も
一

緒
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
活
動
内
容 

�
少
年
の
主
張
大
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

�
夏
季
合
宿
練
習
（
伊
那
市
高
遠
）

�
第　

回
定
期
演
奏
会

１８

�
福
祉
活
動
（
高
齢
者
施
設
訪
問
）

�
県
少
年
少
女
合
唱
祭
（
養
老
町
）

�
ク
リ
ス
マ
ス
会

�
市
青
少
年
育
成
団
体
交
流
会

　
新
団
員
を
募
集
中 

　

興
味
の
あ
る
小
・
中
学
生
は
、
毎

週
土
曜
日
の
午
後
３
時　

分
か
ら
６

３０

時　

分
ま
で
、
中
恵
土
公
民
館
で
活

３０
動
し
て
い
ま
す
の
で
見
学
に
来
て
く

だ
さ
い
。

　

可
児
市
で
は
、
未
来
を
拓
く
教
育

プ
ラ
ン
「
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
９
」
活
動
の

一
つ
と
し
て
、「
家
訓
・
実
践
」
の
す

す
め
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
各

家
庭
で
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

「
家
訓
・
実
践
」
の
す
す
め
⑥

地
域
と
触
れ
合
う

大
切
さ
を
教
え
よ
う

○
親
子
で
進
ん
で
地
域
の
行
事
に
参

加
し
、連
帯
感
を
深
め
ま
し
ょ
う

○
社
会
参
加
を
通
し
て
公
共
心
や
友

情
を
育
て
ま
し
ょ
う

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課
青
少
年
係

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

定期演奏会の様子

　

か
つ
て
兼
山
地
区
が
、
東
濃
の
物
資
の
集
散
地
と
し
て

栄
え
た
こ
と
を
今
に
伝
え
る
史
跡
・
兼
山
湊
跡
。
そ
の
す

ぐ
隣
に
並
ぶ
、
い
く
つ
も
の
赤
い
鳥
居
の
先
に
あ
る
の
が

春
吉
稲
荷
で
す
。

　

こ
の
春
吉
稲
荷
に
は
、
古
く
か
ら
不
思
議
な
言
い
伝
え

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
お
願
い
を
す
る
と
、
な
く
し
た
物

が
出
て
く
る
と
い
う
の
で
す
。
そ
し
て
、
お
願
い
を
す
る

と
き
に
は
、
次
の
こ
と
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
誰
に
も
見
ら
れ
な
い
よ
う

に
お
参
り
す
る
こ
と
。
願
い
が
か
な
っ
た
ら
、
お
礼
と
し

て
油
揚
げ
を
お
供
え
す
る
こ
と
。
お
願
い
す
る
の
は「
物
」

に
限
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

地
元
で
は
「
春
吉
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
て
い

る
春
吉
稲
荷
。
今
日
も
こ
っ
そ
り
と
お
参
り
し
て
い
る
人

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
参
考
「
兼
山
の
昔
話
（
六
）」（
旧
兼
山
町
発
行
）

【場所】

兼山の下渡橋南の信号を西に１３０ｍほど行き、さつきバ
スの下渡橋停留所付近から木曽川に向かったところ



軽スポーツの魅力を伝えたい 
●杁本慶司さん（中恵土・７１歳） 

17

次の皆さんから浄財などの 
寄付がありました。（敬称略） 

社会福祉に… 
●可児市仏教会　●功栄会　GPC会　●西村廣保 
●日陽会　●富士可児　名友会　●富士カントリー 
可児クラブ　●富朗会　●可児更生保護女性の会 
●可児市赤十字奉仕団　土田分団　●吉田整備㈱ 
●スポーツプラザヒビノ●帷子民生児童委員協議会 
●白鳥文彦・美津子　●可児水墨画クラブ渡邉金夫 
●可児市民吹奏楽団　●JU岐阜東濃支部可児ブロッ
ク　●カフェレスト花泉　●小栗会　●喫茶コテージ
小栗正光　●コミュニティホールLet's　●２００７長間
孝雄＆アヤメバンドライブ実行委員会 

交通遺児激励に… 
●可児地区交通安全協会青年部・可児安全運転管理
部会青年部 

災害時の応急医療のために… 
●第一生命労働組合岐阜営業職支部　委員長坂本治 

「二人ともお兄ちゃんになるよ♪」

（5歳、1歳・中恵土）
「二人はいつも

仲良しです☆」

（左・3歳・広眺ケ丘）と

（1歳・塩河）

広報かに ２００８.２.１��

　現在、可児市体育指導委員会の会長を務める杁本さん。

昨年１１月に新潟市で開催された全国体育指導委員研究協

議会において、可児市で初めて体育指導委員功労者とし

て表彰されました。

　もともと地域の体育推進員として活動していた杁本さ

んが、最初に体育指導委員に就任したのは昭和６３年。以

来２０年間、市内各地で開催されるスポーツイベントの支

援などに奔走してきました。

　現在の目標は、「一市民一スポーツ」の実現。「健康の

ため、皆さんにスポーツに親しんでもらいたい」という

思いから、さまざまな軽スポーツの研究・紹介にも力を

注いでいます。

　「自分も健康になれるし、何よりも皆さんが軽スポーツ

のルールを覚えて、楽しんでくれるのがうれしい」と笑

う杁本さん。今お薦めの軽スポーツは、ホッケーに似た

「ピロポロ」と、「三面バレーボール」だそうです。



��

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
元
旦
登
山 

新
年
を
元
気
に
ス
タ
ー
ト 

1

１/１ 
　

１
月
１
日
、
兼
山
で
「
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
が
、
鳩
吹
山
と
浅
間
山
で
は
「
元
旦
登

山
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
元
気
に
一
年
を

乗
り
切
れ
る
よ
う
に
と
開
催
さ
れ
て
い
る
兼

山
の
恒
例
行
事
。
親
子
や
学
生
の
グ
ル
ー
プ

な
ど
２
２
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

除
夜
の
鐘
が
鳴
る
中
、
１　

の
フ
ァ
ミ
リ

km

ー
コ
ー
ス
と
２
・
５　

を
走
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

km

コ
ー
ス
に
わ
か
れ
、
と
も
に
元
気
よ
く
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
の
貴
船
神
社
で
は

温
か
い
甘
酒
や
ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ
れ
、

参
加
者
は
完
走
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

寒さに負けず、勢いよくスタート！（兼山）

　

ま
た
、
元
旦
登
山
に
は
約
１
１
０
０
人
が

参
加
。
時
折
小
雪
が
散
ら
つ
く
中
、
参
加
者

は
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
頂
上
を
目
指
し
ま

し
た
。

　

午
前
７
時
の
日
の
出
の
時
刻
に
は
、
山
際

に
雲
が
掛
か
り
、
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
初
日
の

出
は
拝
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

雲
の
切
れ
間
か
ら
光
が
差
し
、
遠
く
名
古
屋

市
の
高
層
ビ
ル
も
朝
日
を
受
け
て
輝
い
て
見

え
ま
し
た
。

鳩吹山山頂から見た元旦の朝焼け

新成人の皆さん。輝いていました　

平
成
２０
年
可
児
市
成
人
式 

新
成
人
の
門
出
を
祝
し
て 

2

１/１３ 
　

１
月　

日
、
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
で
平
成

１３

　

年
可
児
市
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、
新
成
人

２０９
３
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
は
新
成
人　

人
と
来
年
成
人
式
を
迎
え

１２

る
サ
ポ
ー
タ
ー
で
組
織
す
る
企
画
運
営
委
員

会
の
手
作
り
で
、
昨
年
８
月
か
ら
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

前
半
の
式
典
は
、
市
長
の
式
辞
や
来
賓
の

祝
辞
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
と
続
き
、「
誓

い
の
言
葉
」
で
は
新
成
人
代
表
が
「
社
会
に

出
て
戸
惑
い
、
さ
ま
よ
う
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
び
に 
故
郷 
の
温
か
さ

ふ
る
さ
と

を
胸
に
目
の
前
に
あ
る
未
来
を
切
り
開
い
て

い
き
ま
す
」
と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

仲間で記念撮影

　

そ
の
後
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
中
学
時
代

の
思
い
出
の
映
像
や
、
恩
師
の
登
場
に
会
場

は
大
盛
り
上
が
り
。
最
後
に
記
念
撮
影
が
行

わ
れ
、
出
席
者
は
友
人
た
ち
と
成
人
に
な
っ

た
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

企画運営委員の皆さん
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１
月　

日
と　

日
、
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公

１２

１３

園
で「
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
新
春
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
約
４
８
０
０

人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

園
内
で
は
正
月
に
ち
な
ん
だ
催
し
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。「
新
春
も
ち
つ
き
」
で
は
も
ち
つ

き
体
験
の
後
、
つ
き
た
て
の
も
ち
が
入
っ
た

お
し
る
こ
が
来
場
者
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
正
月
遊
び
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
子
ど
も

た
ち
が
メ
ン
コ
、
羽
子
板
、
べ
い
ご
ま
な
ど

懐
か
し
い
遊
び
を
体
験
。
な
か
な
か
う
ま
く

い
か
ず
に
大
人
に
遊
び
方
を
教
え
て
も
ら
う

場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８ 

新
春
ま
つ
り 

正
月
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん 

3

１/１２～１３ 

　

そ
の
ほ
か
凧
づ
く
り
教
室
や
、
マ
リ
ン
バ

と
和
太
鼓
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ

れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
正
月
気
分
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

リズムよくおもちをついたよ

メンコを裏返すの難しいな…

マリンバと和太鼓の迫力ある演奏

5

ど
ん
ど
焼
き 

今
年
も
健
康
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
　 

１/１１ 
　

１
月　

日
に
市
内
の
公
立
保
育
園
で
ど
ん

１１

ど
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
枯
れ
木
や
竹
を

集
め
、
そ
こ
に
園
児
が
書
い
た
書
き
初
め
な

ど
を
一
緒
に
焼
い
て
、
元
気
に
一
年
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
と
祈
り
ま
し
た
。

　

久
々
利
保
育
園
で
は
家
族
や
地
域
の
お
年

寄
り
も
参
加
し
、
ど
ん
ど
焼
き
の
後
に
、
か

る
た
取
り
や
こ
ま
回
し
な
ど
お
正
月
の
遊
び

で
交
流
し
ま
し
た
。
最
後
に
残
っ
た
炭
で
も

ち
を
焼
い
て
食
べ
、
園
児
ら
は
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

大人と一緒に火を付ける園児（久々利保育園）

　

１
月
４
日
と
５
日
、
市
内
４
カ
所
の
児
童

セ
ン
タ
ー
・
児
童
館
で
書
き
初
め
大
会
が
行

わ
れ
、２
５
０
人
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
お

手
本
を
見
な
が
ら
真
剣
な
表
情
で
筆
や
ペ
ン

を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
友
達
と
自
信
作
を

見
せ
合
っ
た
り
、「
ど
れ
を
清
書
に
し
よ
う
か

な
」
と
考
え
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
作
品
は
、
審
査
に
よ
り
特
選

が　

点
、
入
選
が　

点
選
ば
れ
、
学
校
を
通

２３

３５

じ
て
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
す
。

4

書
き
初
め
大
会 

一
筆
ご
と
に
心
を
込
め
て 

１/４・５ 

上手に書けるかな？（帷子児童センター）
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土曜窓口 

　市は、毎月第１、３土曜日（祝日を除く）に、市民課と税務課
で証明書発行業務などを行っています。 
●時間　午前８時３０分～午後５時１５分 
●場所　市役所庁舎東館（増築棟）、入口は東口 
●業務内容　住民票・戸籍の証明書・印鑑証明書・各種税
務証明書の発行、印鑑登録・廃止の手続き、戸籍の届け
出の受け付け、納税相談 

※住所変更はできません。（外国人についても同様です） 

土曜窓口 

2/2貍・16貍・3/1貍 

福
祉
芸
術
祭 

ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
と
美
術
展
を
開
催

　

市
は
、
関
西
を
中
心
に
活
躍
中
の
、
奈
佐

誠
司
さ
ん
に
よ
る
車
椅
子
ダ
ン
ス
と
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
に
よ
る
美
術
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

車
椅
子
ダ
ン
ス
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー 

▽
期
日　

２
月　

日
（
日
）

２４

▽
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時
（
午
後
１

３０

時
開
場
）

▽
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

▽
出
演　

奈
佐
誠
司
さ
ん

▽
定
員　

２
５
０
人

▽
入
場
料　

無
料
（
入
場
整
理
券
が
必
要
）

入
場
整
理
券
配
布 

▽
配
布
日
時　

２
月　

日
（
火
）
午
前
８
時

１２

　

分
〜

３０
▽
配
布
場
所　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
福
祉

課
、
福
祉
セ
ン
タ
ー（
今
渡
）

福
祉
美
術
展 

▽
期
日　

２
月　

日
（
水
）
〜　

日
（
月
）

２０

２５

▽
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（　

日
は

２５

正
午
ま
で
）

▽
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

障
が
い
者
に
よ
る
作
品
の
展
示

▽
入
場
料　

無
料

　

問
合
先　

福
祉
課

財
団
法
人
豊
蔵
資
料
館 

新
春
展
示
替
え

　

豊
蔵
資
料
館
で
は
、
荒
川
豊
蔵
作
品
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
春
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

●
期
間　

３
月　

日
（
日
）
ま
で

３０

●
開
館
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

●
休
館
日　

毎
週
月
〜
木
曜
日
。
た
だ
し
、

祝
祭
日
は
開
館
し
ま
す

●
入
場
料　

無
料

　

問
合
先　

同
資
料
館
（
久
々
利
大
萱
）

 

�
�
１
４
６
１

か
に
家
庭
教
育
研
究
会 

家
庭
教
育
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す

●
期
日　

２
月　

日
（
木
）

１４

●
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
テ
ー
マ　

今
、
親
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
●
講
師　

谷
口
育
子
さ
ん
（
同
会
講
師
）

●
参
加
費　

１
０
０
円
（
飲
み
物
代
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

問
合
先　

同
会
の
丸
田
さ
ん

 

�
�
６
２
３
１ 

催
し 

E
ven

t

第5回 花フェスタ記念公園洋らん展 第5回 花フェスタ記念公園洋らん展 

昨年の洋らん展の様子

●期間　２月３日（日）～１６日（土）
　※１６日（土）は特別無料感謝デー（入園無料）
●場所　花トピア（花フェスタ記念公園内）
●内容　○岐阜愛蘭会、名古屋愛蘭会、三重愛蘭会、岡崎蘭友会
などの出品による洋らん約３００点の展示とカトレア、デンドロ、
シンビジウム、コチョウラン等の各分野におけるコンテストを
開催　○洋らん教室：２月９日（土）、１０日（日）、１１日（月・
祝）のいずれも午後１時～　○洋らんオークション：２月１６日
（土）午後１時～
●開園時間
午前９時～午後５時
●休園日　火曜日
●入園料　（１２～３月）
大人４００円（岐阜県内
の高校生以下は入園
無料）
●問合先
　花フェスタ記念公園
　��７３７３
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募
集 

In
vitation

日
本
ラ
イ
ン
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン 

 　

日
本
ラ
イ
ン
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

地
域
の
皆
さ
ん
に
親
子
で
映
画
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

２
月　

日
（
土
）

１６

●
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時　

分
（
開
場
は

３０

午
後
１
時　

分
）

３０

●
場
所　

美
濃
加
茂
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

（
美
濃
加
茂
市
島
町
）

●
上
映
作
品　
　
「
河
童
の
ク
ゥ
と
夏
休
み
」

●
定
員　

８
０
０
人

●
入
場
料　

○
前
売
＝
大
人
５
０
０
円
、
中

学
生
以
下
無
料
（
要
整
理
券
）
○
当
日
＝

大
人
７
０
０
円
、
中
学
生
以
下
１
０
０
円

●
前
売
券
販
売
場
所
・
中
学
生
以
下
無
料
整

理
券
配
布
場
所　

可
児
市
商
工
観
光
課
、

ツ
ー
ル
ド
・
シ
ネ
マ

映
画
館
が
や
っ
て
き
た

犬
山
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ

（
２
月　

日
ま
で
販
売
・
配
布
）

１５

　

問
合
先　

日
本
ラ
イ
ン
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
（
犬
山
市
役
所
内
）

 

�
０
５
６
８
�
１
０
０
０

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト 

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

市
は
、「
可
児
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康

診
査
等
実
施
計
画
」
を
策
定
中
で
す
。
そ
こ

で
、
そ
の
計
画
案
を
公
表
し
、
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

２
月
８
日（
金
）〜　

日（
水
）

２７

●
資
料
の
公
表
場
所　

市
役
所
東
館
（
増
築

棟
）１
階
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー（
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
内
）、
国
保
年
金
課
、
兼
山
振
興

事
務
所
、
各
連
絡
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
提
出
方
法　

件
名
、
意
見
、
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
（
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

な
ど
）
を
記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

（
�
�
４
６
２
４
）、
電
子
メ
ー
ル
（koku

honenkin@
city.kani.lg.jp

）
で
国
保
年

金
課
へ
送
る
か
、
直
接
持
参
す
る

※
提
出
さ
れ
た
意
見
と
検
討
結
果
は
、
３
月

下
旬
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し

ま
す
（
住
所
、
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ

ん
）。

　

提
出
・
問
合
先　

国
保
年
金
課

フ
レ
ビ
ア
開
館
イ
ベ
ン
ト 

芸
達
者
な
参
加
者
を
募
集

　

４
月
か
ら
本
格
稼
動
す
る
可
児
市
多
文
化

共
生
セ
ン
タ
ー「
フ
レ
ビ
ア
」開
館
記
念
イ
ベ

ン
ト
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日　

３
月　

日
（
日
）

３０

●
会
場　

可
児
市
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー「
フ

レ
ビ
ア
」（
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）お
よ
び
周
辺

●
イ
ベ
ン
ト　
「
よ
う
こ
そ
フ
レ
ビ
ア
へ
」と

題
し
て
、
開
館
を
祝
し
た
世
界
の
音
楽
や

舞
踊
を
展
開
す
る

●
募
集
対
象　

世
界
の
民
族
音
楽
や
民
族
舞

踊
な
ど
を
披
露
で
き
る
人
や
団
体

●
出
演　

出
演
に
か
か
る
経
費
は
参
加
者
負

担
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
出
演
時
間
の

調
整
を
し
ま
す
）

●
申
込
方
法　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
備
え

付
け
の
用
紙
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
所
定
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま

で
直
接
持
参
、
郵
送
も
し
く
は
フ
ァ
ク
ス

（
�
�
１
３
７
６
）
で
送
る

●
応
募
期
限　

２
月　

日
（
金
）

２９

　

申
込
・
問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

第３１回日本アカデミー賞優秀アニメーション作品賞ノミネート
（２００７夏制作１３８分）

 地域公共交通協議会の市民委員を募集 
　市は、地域の公共交通機関の利用活性化等について協議す
る協議会を設置します。そこで、この協議会に皆さんの意見
を反映させるため、委員の一部を募集します。
●対象者　市内在住または在勤で、１８歳以上の人（高校生除
く）。公共交通の活性化に対して熱意と関心のある人。年数
回の会議（平日昼間開催）に出席可能な人
●募集人数　２人以内（選考）
●任期　委嘱した日から平成２２年３月３１日まで
●応募方法　「公共交通の利用経験から感じることとその活
性化」に関する意見を８００字程度の小論文にまとめ、住所・
氏名・年齢・性別・職業・電話番号を記入して、総合政策
課に提出する
●選考方法　協議会委員選定委員会が提出された小論文によ
り選考を行い、その結
果を応募者全員に３月
上旬に通知します
●応募締切　
　２月２５日（月）
●問合先　総合政策課
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生
涯
学
習
課 

公
民
館
主
事
お
よ
び
指
導
員
を
募
集

●
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

●
勤
務
日　

原
則
と
し
て
火
〜
土
曜
日

●
勤
務
場
所　

市
公
民
館

●
業
務
内
容　

公
民
館
事
業
の
企
画
と
事
務

●
募
集
人
員　

い
ず
れ
も
若
干
名

●
資
格　

教
員
免
許
ま
た
は
保
育
士
資
格
の

あ
る
人
が
望
ま
し
い

●
申
込
方
法　

履
歴
書
を
生
涯
学
習
課
公
民

館
係
（
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア
内
）
へ

提
出

●
応
募
締
切　

２
月　

日
（
金
）

１５

　

問
合
先　

同
課
同
係 

�
�
２
０
０
５

学
校
教
育
課 

 
●
勤
務
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月

２１

　

日
３１

●
勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
午
後
１
時　
３０

分
〜
６
時　

分
３０

　

学
校
が
休
み
の
時

　
　

早
番
＝
午
前
８
時
〜
午
後
１
時　

分
３０

　
　

遅
番
＝
午
後
１
時
〜
６
時　

分
３０

　

長
期
休
み
に
月
１
〜
２
日
程
度
、
午
前

７
時　

分
出
勤
あ
り

３０

●
勤
務
場
所　

児
童
ク
ラ
ブ（
市
内　

カ
所
）

１０

●
勤
務
日
数　

交
代
勤
務
で
週
３
〜
４
日
程

度
市
内　

カ
所
の
児
童
ク
ラ
ブ
の

１０

指
導
員
を
募
集
し
ま
す

●
資
格　

通
勤
可
能
な
健
康
な
人
で
体
力
・

保
育
に
自
信
が
あ
る
人
（
保
育
士
、
幼
稚

園
教
諭
、
小
学
校
教
諭
の
資
格
が
あ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
）

●
募
集
人
員　
　

人
程
度
（
選
考
）

１０

●
申
込
方
法　

履
歴
書
を
提
出

●
募
集
締
切　

２
月　

日
（
金
）

２９

※
申
し
込
み
後
、
随
時
面
接
し
ま
す
。

　

申
込
・
問
合
先　

学
校
教
育
課

学
校
教
育
課 

学
校
図
書
館
員
を
募
集
し
ま
す

●
勤
務
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月

２１

　

日
３１

●
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

●
勤
務
日
数　

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
週
５
日

●
勤
務
場
所　

可
児
市
立
小
・
中
学
校

●
資
格　

司
書
資
格
を
持
つ
、
通
勤
可
能
で

健
康
な
人

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
申
込
方
法　

可
児
パ
ー
ト
バ
ン
ク
（
総
合

会
館
分
室
・
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）
で
求
職
手

続
き
を
し
て
紹
介
状
を
も
ら
い
、履
歴
書
、

資
格
証
明
の
写
し
と
と
も
に
、
市
役
所
秘

書
課
へ
提
出
す
る

●
申
込
締
切　

２
月　

日
（
金
）

２９

　

問
合
先　

学
校
教
育
課 

　市では、新たな自主財源を確保し、市民サービスの向上と地域経済の活
性化を図るため、さつきバスの広告を拡大し、キャンペーンを行います。
　さつきバスは、住民の皆さんの足であるだけではなく、広告媒体として
も走ります。まちからまちへ、乗客、歩行者やドライバーに対して、高い
宣伝効果が期待できます。
　キャンペーンおよび広告の概要は次のとおりです。申し込み方法等につ
いては担当までお問い合わせください。
　※下記料金は４月以降の広告掲載分について適用します。
●キャンペーン　３カ月以上掲載される契約を３月３１日までに結ばれた場
合は、ステッカー広告・車内広告とも３か月分の広告料が半額になりま
す

ステッカー広告（新規） 

●掲載場所　バス側面の窓
●広告の種類　ステッカー
●枠の大きさ　タテ２００mm×ヨコ５００mm
●掲載枠数　１枠から最大４８枠まで
●掲載期間　最長１年（１カ月単位）
●広告掲載料　１枠１カ月あたり
２,０００円～３,５００円
（掲載条件により異なります）

車内広告（値下げ） 

●掲載場所　バス車内窓上の天井
●広告の種類　紙類
●枠の大きさ　タテ３６４mm×ヨコ５１５mm（B３判）
●掲載枠数　１枠から最大２４枠まで
●掲載期間　最長１年（１カ月単位）
●広告掲載料　１枠１カ月あたり
　１,５００円～２,０００円
　（現行３,０００円から値下げしました）
●問合先　総合政策課

さささささささささささささささささささささささささささささささささつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつきききききききききききききききききききききききききききききききききバババババババババババババババババババババババババババババババババススススススススススススススススススススススススススススススススス広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンさつきバス広告拡大キャンペーン
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図
書
館 

図
書
館
司
書
職
員
を
募
集
し
ま
す

●
勤
務
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月

２１

　

日
３１

●
勤
務
時
間　

○
本
館
＝
火
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
ま
た
は

４０

１０

　

午
前　

時　

分
〜
午
後
７
時　

分
の
交
替

１０

４０

１０

勤
務　

土
・
日
曜
日
、
祝
日　

午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時　

分　

○
分
館
＝
火
曜

４０

１０

日
〜
日
曜
日　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

４０

時　

分
１０

●
勤
務
日
数　

交
代
勤
務
で
週
３
日

●
勤
務
場
所　

図
書
館
本
館
、
帷
子
・
桜
ケ

丘
分
館

●
資
格　

司
書
資
格
を
持
つ
、
通
勤
可
能
で

健
康
な
人

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
申
込
方
法　

可
児
パ
ー
ト
バ
ン
ク
（
総
合

会
館
分
室
・
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）
で
求
職
手

続
を
し
て
紹
介
状
を
も
ら
い
、
履
歴
書
、

資
格
証
明
の
写
し
と
と
も
に
、
市
役
所
秘

書
課
へ
提
出
す
る

●
申
込
締
切　

２
月　

日
（
金
）

２９

　

問
合
先　

図
書
館
本
館 

�
�
５
１
２
０

市
政
見
学
バ
ス 

市
内
の
施
設
を
見
学
し
よ
う

　

市
は
、「
教
育
と
福
祉
」
を
テ
ー
マ
に
、
市

内
の
公
共
施
設
を
見
学
す
る
市
政
見
学
バ
ス

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
期
日　

３
月
５
日
（
水
）

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
２
時　

分

４０

３０

（
午
前
９
時　

分
集
合
）

３０

●
集
合
場
所　

中
恵
土
公
民
館

●
対
象
者　

一
般
成
人
（
乳
幼
児
は
同
伴
で

き
ま
せ
ん
）

●
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

●
コ
ー
ス　

給
食
セ
ン
タ
ー（
大
森
）↓
ば
ら

教
室
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｉ
（
土
田
、
外
国
籍
児
童
の

教
室
）
↓
可
児
川
苑
（
坂
戸
）
↓
ふ
れ
あ

い
の
里
可
児
（
中
恵
土
）
↓
名
城
大
学

（
虹
ケ
丘
）

※
昼
食
は
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　

２
月　

日
（
金
）

１５

　

申
込
・
問
合
先　

市
政
情
報
課

ひ
と
り
親
家
庭
情
報
交
換
事
業 

入
学
・
入
園
・
進
級
お
祝
い
会
を
開
催

　

可
児
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
と
市
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
子
さ
ん
の
成
長
を
祝
う

お
祝
い
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

３
月
２
日
（
日
）

●
時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所　

帷
子
児
童
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

み
ん
な
で
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
な
ど

を
楽
し
み
ま
す

●
対
象
者　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

●
定
員　
　

組
（
先
着
順
）

３０

●
参
加
費　

３
０
０
円
（
一
組
）

　

申
込
・
問
合
先　

こ
ど
も
課 

都
市
定
住
促
進
優
良
賃
貸
住
宅 

入
居
者
を
募
集

　

都
市
定
住
促
進
優
良
賃
貸
住
宅
「
Ｇ
Ｒ
Ａ

Ｃ
Ｅ
帷
子
」
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
居
資
格　

同
居
親
族
が
あ
る
世
帯
で
、

一
定
の
収
入
が
あ
る
人

●
募
集
戸
数　

２
戸
（
抽
選
）

●
所
在
地　

帷
子
新
町
二
丁
目　
４４

●
建
物
構
造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
５

階
建
て
（
３
Ｄ
Ｋ
）

●
家
賃　

６
万
３
０
０
０
円

●
家
賃
の
補
助　

な
し

●
申
込
締
切　

２
月　

日
（
金
）

２９

●
申
込
先　

積
村
ビ
ル
管
理
㈱
岐
阜
営
業
所

 

�
０
５
８
（
２
７
３
）
７
７
０
０

　

問
合
先　

建
築
指
導
課

手
作
り
お
や
つ
教
室 

お
や
つ
を
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
期
日　

２
月　

日
（
月
）
ま
た
は
３
月
３

２５

日
（
月
）
の
い
ず
れ
か
を
選
択

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
正
午
（
受
け
付

４５

け
は
午
前
９
時　

分
〜
）

３０

●
場
所　

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か
い
）

●
献
立　

き
な
粉
と
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
ク
ッ
キ

ー
、
り
ん
ご
ケ
ー
キ
、
り
ん
ご
の
シ
ナ
モ

ン
焼
き
、
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ゼ
リ
ー

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き

●
受
講
料　

大
人
一
人
２
５
０
円

●
託
児
料　

子
ど
も
一
人
に
つ
き
２
０
０
円

（
先
着
順
で
各　

人
）

１５

●
定
員　

先
着
順
で
各　

人
２５

●
申
込
受
付
開
始　

２
月　

日
（
火
）
午
前

１２

８
時　

分
〜

３０

※
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。
各
自
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

申
込
・
問
合
先　

健
康
増
進
課

（
財
）
可
児
市
体
育
連
盟 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
参
加
者
募
集

　

可
児
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
に
あ

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め

に
は
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

●
期
日
と
講
習
時
間　

○
３
月
８
日
（
土
）

午
後
７
時
〜
９
時　

○
３
月　

日
（
火
）

１８

午
前　

時
〜
正
午　

○
３
月　

日
（
日
）

１０

２３

午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所　

市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場

（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者　

高
校
生
以
上
の
人
（
子
ど
も
連

れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員　

各　

人
（
先
着
順
）

１８

●
持
ち
物　

運
動
服
・
室
内
靴

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
同
連
盟
窓
口
で

申
し
込
む
（
当
日
の
申
込
受
付
は
不
可
）

●
申
込
開
始
日　

２
月　

日
（
火
）
午
前
８

１２

時　

分
〜

３０

※
講
習
時
間　

分
前
に
は
受
け
付
け
を
済
ま

１０

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
先　

同
連
盟
事
務
局 
�
�
８
６
０
０ 
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木
曽
川
舟
遊
び 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

市
観
光
協
会
で
は
、
今
渡
ダ
ム
上
流
か
ら

兼
山
に
か
け
て
木
曽
川
を
屋
形
船
で
遊
覧
す

る
「
木
曽
川
舟
遊
び
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

●
活
動
内
容　

　

①
案
内
ガ
イ
ド　

船
内
で
観
光
、
木
曽
川

の
自
然
な
ど
を
紹
介
す
る

　

②
運
営
・
運
行
ス
タ
ッ
フ　

受
付
、
乗
船

場
の
準
備
、
旅
客
誘
導
、
船
内
作
業
を
す

る
●
募
集
人
員　
　

人
程
度

２０

●
運
航
予
定　

春
・
秋
の
各　

日
間
、
１
日

１０

２
回
の
運
航
。
平
成　

年
春
は
、
４
月　

２０

２６

日
（
土
）
〜
５
月
６
日
（
火
・
振
休
）
を

予
定

●
応
募
条
件　

①
運
航
期
間
中
、
原
則
と
し

て
参
加
可
能
な
人
、
②
実
地
研
修
に
参
加

可
能
な
人
、
③
性
別
・
年
齢
は
問
い
ま
せ

ん
●
そ
の
他　

活
動
に
対
す
る
報
酬
は
あ
り
ま

せ
ん

●
応
募
方
法　

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
（
〒
５
０
９

�
０
２
９
２
可
児
市
広
見
一
丁
目
１
番
地

可
児
市
観
光
協
会
舟
遊
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

係
）
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切　

２
月　

日
（
水
）

２０

　

問
合
先　

可
児
市
観
光
協
会
（
市
商
工
観

光
課
内
）

さ
と
い
も
塾 

サ
ト
イ
モ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

可
児
商
工
会
議
所　

世
紀
ク
ラ
ブ
「
特
産

２１

品
開
発
の
会
」
は
可
児
市
の
特
産
物
で
あ
る

サ
ト
イ
モ
や
そ
の
他
の
野
菜
の
栽
培
・
収
穫
を

体
験
す
る
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

３
月　

日（
火
）、７
月　

日（
金
）、

１８

１８

９
月
３
日
（
水
）、　

月
５
日
（
水
）
と　

１１

２８

日
（
金
）
の
全
５
回

●
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所　

○
研
修
＝
総
合
会
館
分
室
（
Ｊ
Ｒ

可
児
駅
西
）　

○
栽
培
＝
下
恵
土
の
耕
地

●
対
象
者　
　

歳
以
上
の
農
業
未
経
験
者

６０

●
受
講
料　

無
料

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

２０

●
申
込
方
法　

は
が
き
に
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

可
児
商
工
会
議
所
（
〒
５
０
９
�
０
２
１

４
可
児
市
広
見
一
丁
目
５
番
地
）
へ
送
る

　

申
込
・
問
合
先　

同
会
議
所

 

�
�
０
０
１
１

県
立
華
陽
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
等
学
校 

通
信
制
課
程
で
高
校
の
学
習
を

●
出
願
資
格　

中
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
こ

と
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
学
費　

年
額
約
４
万
５
千
円
（
教
科
書
代

を
含
む
。
入
学
時
一
括
納
入
）

●
学
校
説
明
会　

２
月　

日
（
月
）、　

日

１８

２４

（
日
）（
両
日
と
も
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま

で
、
同
校
に
お
い
て
開
催
）

※
募
集
要
項
・
入
学
願
書
は
同
校
で
配
布
す

る
ほ
か
、
郵
送
も
し
ま
す
。

　

問
合
先　

岐
阜
県
立
華
陽
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

高
等
学
校
通
信
制
課
程
（
〒
５
０
０
�
８

２
８
６
岐
阜
市
西
鶉
６
�　

）
６９

 

�
０
５
８
（
２
７
５
）
７
１
８
５

 

�
０
５
８
（
２
７
５
）
７
１
８
６

放
送
大
学 

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
大

学
や
大
学
院
の
授
業
科
目
を
１
科
目
か
ら
で

も
気
軽
に
学
べ
ま
す
。

　

現
在
、
平
成　

年
４
月
生
を
募
集
し
て
い

２０

ま
す
。詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
。

随
時
無
料
体
験
学
習
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http：

//w
w
w
.u-air.ac.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
出
願
期
限　

２
月　

日
（
金
）

２９

　

資
料
請
求
・
問
合
先　

放
送
大
学
岐
阜
学

習
セ
ン
タ
ー（
〒
５
０
０
�
８
３
８
４
岐

阜
市
藪
田
南
５
�　

�　

県
民
ふ
れ
あ
い

１４

５３

会
館
） 
�
０
５
８
（
２
７
３
）
９
６
１
４ 

　可児駅東土地区画整理事業で施行していました都市計
画道路広見宮前線（主要地方道土岐可児線）は、関係者
のご協力により、平成１９年１２月２７日の午後から暫定供用
開始しました。今まで、JR太多線と車道の余裕高は、２.７
ｍでしたが、４.７ｍと高くなり、緊急車両も通行すること
が可能となりました。
　ただし、幅員が狭い箇所もありますのでスピードの出
し過ぎや冬期における路面の凍結には十分に注意して通
行してください。
●問合先　都市整備課

進む可児駅東土地区画整理事業

N

至多治見

広見宮前線供用区

名
鉄

新
可
児
駅Ｊ

Ｒ
可
児
駅

可
児
川
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岐
阜
県
立
国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー 

３
月
の
園
芸
講
座
受
講
生
を
募
集

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
体
験
講
座 

●
期
日　

３
月
９
日（
日
）

●
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

●
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

●
内
容　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
の
基
本
的
技

術
を
学
ぶ

●
講
師　

長
縄
律
子
さ
ん
（
同
ア
カ
デ
ミ
ー

客
員
教
授
）

●
参
加
費　

材
料
費
と
し
て
２
０
０
０
円
程

度
バ
ラ
文
化
講
座 

●
期
日　

３
月　

日
（
月
）

１０

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

●
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

●
内
容　

バ
ラ
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ

●
講
師　

上
田
善
弘
さ
ん
（
同
ア
カ
デ
ミ
ー

教
授
）

●
参
加
費　

無
料

庭
木 
剪 
定
管
理
講
座
（
１
日
コ
ー
ス
） 

せ
ん

●
期
日　

３
月　

日
（
木
）・　

日
（
水
）
の

１３

１９

い
ず
れ
か
（
両
日
共
に
同
じ
内
容
）

●
時
間　

両
日
と
も
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

●
定
員　

各　

人
（
抽
選
）

４０

●
内
容　

講
義
（
春
期
に
お
け
る
庭
木
の
剪

定
方
法
）
と
松
な
ど
庭
木
の
剪
定
実
習

●
講
師　

１
級
造
園
技
能
士
の
渡
辺
輝
昭
さ
ん

●
参
加
費　

無
料

園
芸
福
祉
講
座 

●
期
日　

３
月　

日
（
日
）

１６

●
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時　

分
１５

●
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

●
内
容　

園
芸
福
祉
の
基
本
的
知
識
を
習
得

し
、
そ
の
活
用
方
法
を
学
ぶ

●
講
師　

多
田
充
准
さ
ん
（
同
ア
カ
デ
ミ
ー

教
授
）

●
参
加
費　

無
料

共
通
事
項

●
講
座
開
催
場
所　

同
ア
カ
デ
ミ
ー（
塩
）

●
申
込
方
法　

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
に
次
の
記
載
事
項
を
記
入
の
上
、
同

ア
カ
デ
ミ
ー
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い

●
記
載
事
項　

講
座
名
（
庭
木
剪
定
管
理
講

座
は
希
望
日
を
記
入
）、住
所
、郵
便
番
号
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

●
申
込
期
限　

２
月　

日
（
水
）
必
着

２０

　

申
込
・
問
合
先　

同
ア
カ
デ
ミ
ー
生
涯
学

習
担
当
（
〒
５
０
９
�
０
２
５
１
可
児
市

塩
１
０
９
４
�
８
）
�
�
５
５
２
０
、
�

�
５
５
２
１

　

Ｅ
メ
ー
ル：

info@
horticulture.ac.jp

　社会保険庁では、約５,０００万件の年金記録について、平成１９年１１月からコンピュ
ーターによる名寄せ作業を開始しています。その結果、皆さんの基礎年金番号の
記録と結びつく可能性のある記録が出てきた人に、平成１９年１２月から平成２０年３
月までの間に「ねんきん特別便」を順次お送りしています。
　それ以外のすべての皆さんにも、順次「ねんきん特別便」をお送りしますので、
お待ちください。
　○年金受給者の皆さんへは、４月から５月までの間に
　○現役加入者の皆さんへは、６月から１０月までの間に
１．ねんきん特別便を受け取られたら、そこに載っている勤務先や国民年金加入

の記録に漏れがないか、確認をお願いします。

　　勤務先や国民年金の加入や退職・脱退の時期をご覧ください。
２．漏れている記録や誤りがあったときは、「年金加入記録照会票」に漏れている

記録や誤っている記録について記入してください。

　加入されていた公的年金制度、勤務先、その所在地や国民年金制度加入の場
合にはお届けの市町村、加入の時期、そのときの年金手帳の記号番号を、でき
るかぎりご記入ください。
　お手数をお掛けしますが、「ねんきん特別便」により年金記録に記載もれや誤り
がないかをご確認の上、必ずお手続きください
●問合先・ホームページ　
　○「ねんきん特別便専用ダイヤル」（ご利用時間は同封書類でご確認を）
　　　�０５７０（０５８）５５５
　　※IP電話・PHSからは
　　　�０３（６７００）１１４４
　　※一般の年金相談は「ねんきんダイヤル」
　　　�０５７０（０５）１１６５
　「ねんきんダイヤル」の通話料金は一般の固定電話の場
合、市内通話料金でご利用できます
　○美濃加茂社会保険事務所��８１８１
　○社会保険庁HP（http：//www.sia.go.jp/）

【「ねんきん特別便」に関して、金融機関のATMの操作を

お願いすることはありません。ご注意ください。】

あなたの年金記録の確認をお願いします
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【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111
http://www.city.kani.lg.jp/

缶
ペットボトル
トレー資源

金物類
粗大ごみ収集地区

２０貉２７貉
中恵土・下恵土・禅台寺・
徳野南・平貝戸・明智・
石森・石井

２１貅２８貅今渡・土田

１８豺１４貅菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

２８貅２１貅東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
光陽台・長洞・帷子新町

２７貉２０貉
川合・川合北・谷迫間・
清水ケ丘・日本ランド・
美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台

１９貂１２貂
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・
しらさぎ・渕之上・兼山

１５貊８貊
下切・北姫ニュータウン・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・
広見

２２貊１５貊
桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・
小滝苑・柿下・大森・松伏・
大森台・星見台

※２月のガラス類・瓶資源・紙容器、陶磁器類の資源収集日
は、広報かに１月１５日号に掲載しています。

2月のごみ・リサイクル資源収集日

資源集団回収にご協力を

２月１２日（火）、２４日（日）
午前９時～午後３時

日　　時

可児市生活学校回収団体

瓶、缶、ペットボトル、トレー、発泡スチ
ロール、紙類（紙パック、段ボール、
紙容器、新聞、雑誌、チラシ）※新聞
とチラシは分ける。

回収品目

可児市エコドーム
（姫ケ丘・可児工業団地内）

場　　所

休
日
の
歯
科
診
療 

２
月
の
休
日
歯
科
診
療
当
番

　

必
ず
電
話
し
て
か
ら
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
期
日　

２
月　

日
（
月
・
振
休
）

１１

●
診
療
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

可
知
歯
科
医
院
（
御
嵩
町
御
嵩
）

 

�
�
０
０
３
６

　

問
合
先　

健
康
増
進
課

県
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー 

経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

●
期
日　

３
月　

日
（
水
）

１２

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

●
場
所　

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か
い
）

●
テ
ー
マ　
「
価
格
競
争
に 
嵌 
ら
な
い
製
品

は
ま

づ
く
り
」

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

●
参
加
費　

無
料

　

申
込
・
問
合
先　

可
児
商
工
会
議
所

 

�
�
０
０
１
１

中
濃
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー 

中
濃
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　

必
ず
予
約
し
て
か
ら
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
期
日　

２
月　

日
（
日
）

２４

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

●
場
所　

美
濃
加
茂
市
中
央
公
民
館
（
美
濃

加
茂
市
役
所
東
隣
）

●
相
談
料　

無
料

●
相
談
時
間　

１
相
談
に
つ
き　

分
以
内

４０

　

予
約
・
問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー 
�
０
５
８

（
２
４
８
）
１
７
１
５
（
受
け
付
け
は
平
日

の
午
後
１
時
〜
４
時
）

岐
阜
県
交
通
遺
児
激
励
金 

激
励
金
を
贈
り
ま
す

　

県
で
は
、
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」

に
合
わ
せ
て
、
交
通
遺
児
に
激
励
金
を
贈
り

ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
市
防
災
安
全
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

交
通
事
故
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま

で
生
計
を
共
に
し
て
い
た
父
ま
た
は
母

（
す
で
に
父
母
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
そ

れ
に
代
わ
る
人
）
を
亡
く
し
た
、
義
務
教

育
終
了
ま
で
の
人
お
よ
び
高
等
学
校
等
在

学
中
の
人
（　

歳
未
満
）

２０

●
激
励
金
額
（
一
人
当
た
り
）
○
乳
幼
児
お

よ
び
小
学
生
＝
１
万
５
０
０
０
円　

○
中

学
生
＝
２
万
円　

○
高
校
生
等
＝
２
万
５

０
０
０
円

●
申
込
期
限　

２
月　

日
（
金
）

２９

※
激
励
金
は
申
請
し
た
時
か
ら
高
等
学
校
等

就
学
中
（　

歳
未
満
）
ま
で
支
給
。
た
だ

２０

し
、
交
通
遺
児
と
な
っ
た
後
、
養
子
縁
組

を
し
た
人
や
父
ま
た
は
母
が
再
婚
し
生
計

を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
人
は
除
く
。

　

問
合
先　

市
防
災
安
全
課

国
民
生
活
金
融
公
庫 

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

●
融
資
額　

学
生
・
生
徒
一
人
当
た
り
２
０

０
万
円
以
内

●
利
率　

年
２
・
５
％（
平
成　

年　

月
現

１９

１２

在
）

●
返
済
期
間　
　

年
以
内
（
母
子
家
庭
・
交

１０

通
遺
児
家
庭
の
人
は
１
年
の
延
長
が
可

能
）

●
使
い
み
ち　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書

代
、
ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

●
返
済
方
法　

毎
月
元
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）
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融
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※
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財
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融
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よ
る

保
証
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利
用
の
場
合
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別
途
保
証
料
が
必

要
で
す
。
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BCG
●期日　２月１８日（月）　●受付時間
１時３０分～１時５０分　●場所　保健
センター　●対象者　１９年１１月１日
～１５日生まれ　※BCGの後４週間
は、ほかの予防接種を受けないでく
ださい。対象者は個別に通知します。

三種混合（初回・追加）

●対象者　生後３カ月以上９０カ月未
満の乳幼児　※１期初回は３～８週
間の間隔で接種　※１期追加は初回
（３回目）終了後１年～１年半の間隔
で接種

あこがれママ教室　３課
●期日　２月１５日（金）　●受付時間
９時～９時１０分　●場所　保健セン
ター　●内容　臨月からお産、乳房
の手当て

７か月児相談
●期日　２月１４日（木）　●受付時間
９時～１０時３０分　●場所　保健セン
ター　●対象者　１９年６月生まれ

１歳６か月児健康診査
●期日　２月１５日（金）　●受付時間
１時～１時１５分　●場所　保健セン
ター　●対象者　１８年７月１６日～３１
日生まれ

３歳児健康診査
●期日と対象者　○２月１３日（水）
＝１７年１月１日～１５日生まれ　○２
月２５日（月）＝１７年１月１６日～３１日
生まれ　●受付時間　１時～１時１５
分　●場所　保健センター

乳児健康診査・離乳食相談
●期日　２月１９日（火）　●受付時間
１時～１時１５分　●場所　保健セン
ター　●対象者　１９年１０月１日～１５
日生まれ

離乳食モグモグ教室
●期日　２月２７日（水）　●受付時間
９時４５分～１０時　●場所　総合会館
（市役所向かい）　●対象者　離乳中
期以降の子どもを持つ人　●持ち物
エプロン、三角きん、手ふき　●申
込締切　２月２０日（水）　●申込先
健康増進課

こども相談
●期日　２月２１日（木）　●受付時間
９時～１０時３０分　●場所　保健セン
ター　●対象者　乳幼児を持つ人
※育児に関する相談に応じます。

こども歯みがき相談
●期日　２月２２日（金）　●受付時間
１時２０分～２時　●場所　保健セン
ター　●対象者　１７年１０月生まれ
●内容　歯科健診、歯こう染め出し、
ブラッシング指導、おやつ指導
●持ち物　母子手帳、エプロン、タ
オル、歯ブラシ、手鏡、コップ
●申込先　健康増進課（前日までに）

献血

※日時などは、都合により変更する
ことがあります。
※４００ml献血にご協力ください。

母子健康手帳交付
●期日　毎週金曜日　●受付時間
９時１５分～９時３０分　●場所　保健
センター

　７か月相談・１歳６か月児健診・
３歳児健診と保健センターで行わ
れる予防接種の番号札は、午前８
時３０分から受付に用意していま
す。番号札を利用する場合は、母子
健康手帳を持参の上、お越しくだ
さい。　●問合先　健康増進課

発達と教育の相談会
●期日　２月１３日（水）　●時間　１時
３０分～３時３０分　●場所　総合会館
分室（JR可児駅西）　●申込方法
各幼稚園、各保育園、小中学校に備
え付けの相談申込書で申し込むか、
教育研究所へ電話で予約する　●問
合先　同研究所　��４８４１

住宅（建築）相談
●期日　２月１５日（金）　●時間　１時
～４時　●場所　市役所１階相談室
※耐震などの相談も受け付けます。
●問合先　建築指導課

消費生活相談
●期日　毎週月・水・金曜日　●時
間　９時３０分～２時３０分　●場所
市役所１階相談室　●問合先　商工
観光課

精神保健福祉相談
●期日　２月１５日（金）●時間　１時
３０分～４時３０分　●場所　帷子公民
館　●申込方法　福祉課へ電話で予
約する　●問合先　同課

法律相談
●期日　２月１９日（火）　●受付時間
１時～２時　●場所　広見公民館ゆ
とりピア　●相談員　弁護士　●問
合先　まちづくり推進課

発達障がい相談
●期日　２月２０日（水）●時間　９時
～４時　●場所　総合会館（市役所
向かい）　●申込方法　福祉課へ電
話で予約する　●問合先　同課

心配ごと相談
●期日　毎週火曜日　●時間　１時
～４時　●場所　広見公民館ゆとり
ピア　●相談員　行政書士・司法書
士、民生児童委員　●問合先　市社
会福祉協議会　��１５５５

ことば・発達相談
●日時　平日の３時３０分～４時３０分
の間に電話で予約する　●場所　養
護訓練センター（可児警察署西）
●申込・問合先　同センター　��
０２５５

生涯楽習相談
●期日　２月１９日（火）　●時間　１時
～４時　●場所　市役所１階相談室
※学びや活動について年齢を問わ
ず、気軽にご相談ください。　●問合
先　生涯学習課

場　所受付時間期　日

広見東公民館
２時～２時３０分

２／１２
（火）

平牧公民館２／２０
（水）

場　所受付時間期　日

JAめぐみの
広見支店９時３０分～１２時

２／１８
（月） 岐阜社会保険

病院（土田）１時３０分～４時

※2月29日までに納めましょう。

4期●固定資産税
都市計画税

9期

●国民健康保険税
介護保険料

2月の税金 
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冬の省エネ対策！ 
環 境 に  
やさしい 
生活術48

その35

可児市史人物伝　荒川豊蔵 

【材料（４人分）】 
かぼちゃ1／4個（500g）／さつまいも200g／コンソメ

の素1個／水600cc／牛乳100cc／塩・こしょう少々／生

クリーム20cc（一人小さじ1） 

【作り方】 
①かぼちゃは皮をとり、薄く切っておく。 

②さつまいもは皮をむいて、薄く切っておく。 

③鍋に水とコンソメの素・①・②を入れて材料が柔らかくな

るまで煮る。 

④柔らかく煮えたらミキサーにかける。 

⑤④を鍋に戻し再び火にかけて牛乳を加えて味を調えて出

来上がり。 

⑥器にスープを盛り付けて生クリーム小さじ1を振り入れる。 

【栄養成分（１人分当たり）】 
エネルギー180Kcal／たんぱく質4.0g／脂質3.5g／

食物繊維5.4g／塩分0.5g 

●問合先　健康増進課 

「かぼちゃスープ」 

食生活改善推進協議会がお届けする 

　志野のふるさと可児。久々

利大萱で桃山時代の志野の

窯跡を発見し、その再興に尽

くしたのが人間国宝の荒川豊

蔵（1894－1985）です。 

　豊蔵は多治見に生まれ、陶

器貿易商などに勤めた後、大

正14年（1925）から北大路魯

山人と交遊を持ち、鎌倉の魯

山人の窯に勤めました。 

　豊蔵が志野の窯跡を発見

するきっかけとなったのが、名古屋の旧家所蔵の“志野筍（た

けのこ）茶碗”です。豊蔵はこの茶碗を手にした時、底にこ

びりついた米粒ほどの赤い土を発見しました。この赤土が

瀬戸にないことから、志野は瀬戸で焼かれたという定説に

疑問を持ちました。そして地元の多治見や可児の窯跡を

発掘し、ついに久々利大萱で筍の絵のある志野の陶片を

発見しました。この発見は「日本の陶磁史を覆す大発見」

といわれています。 

　この発見から3年後の昭和8年、豊蔵39歳の時に、大萱

に窯を開き、志野や瀬戸黒などを再興することに半生を捧げ、

昭和30年、61歳の時に人間国宝となりました。現在豊蔵の

作品は、大萱にある豊蔵資料館において公開されています。 

●問合先　市史編さん室 
 ※2月から総合会館（市役所向かい）4階に移転しました。 

冬にぴったりのスープです。食物繊維たっぷり！ 

●問合先　環境課 

　暦の上ではもうすぐ春とはいうものの、まだまだ寒い
日が続きますね。 
　今年の冬は灯油価格が高騰しているためか、湯たんぽ
が人気だそうです。 
　確かに湯たんぽなら、一度お湯を沸かすだけで長い時
間温まることができるし、寝るときに使った湯たんぽの
お湯を翌日の掃除や洗濯にも使えるので、環境にも家計
にもやさしいですね。 
　湯たんぽ以外にも、電気カーペットの下に断熱マット
を敷いたり、窓に気泡シートを張ったり、カーテンのす
そを床までより少し長くしたりと、ちょっとした工夫で
省エネになります。その工
夫が省エネ対策になるだけ
でなく、地球温暖化防止に
つながっていきます。 
　皆さんも地球にやさしい
省エネをしてみませんか。 

・守りたい 未来につながる この地球 
・環境を 大切にする やさしさを 
・きみにはね 地球の叫びが 聞こえるかい 
　　　　（第7回環境フェスタ環境川柳より） 

あらかわとよぞう 

荒川豊蔵 
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　兼山新春マラソンの取材に行ってきました。 

　この冬一番の寒さ（１月１日現在ですが）も

何のその。受付場所の公民館玄関前は子ど

もからお年寄りまで２００人以上の参加者でに

ぎわいました。 

　明るい笑い声が響く受付から離れ、かじか

んだ手をこすりながら暗い路上に三脚を立て

ていると、近くのお寺から除夜の鐘が聞こえ

てきました。 

　年越しで仕事をしたのは初めてでしたが、

寒い中マラソンに参加した皆さんや、大会を

運営したスタッフの皆さんの「元気」をおす

そ分けしていただき、すがすがしい気持ちで

越年をして帰路につきました。 

　今年も、イベント会場などで皆さんのとび

っきりの笑顔を撮らせていただけることを楽

しみに、市内各地を取材して回ります。 （里） 

広報かには、ボランティアグループ
により音訳されています。音訳版の
広報を希望する人は、図書館本館に
ご連絡ください。 

編集後記 

図書館だより 
本　　　館　蕁烝5120 
　　　　　　（火曜～金曜　午前１０時～午後７時） 
　　　　　　（土曜・日曜　午前１０時～午後５時） 
帷 子 分 館　蕁烽8530 
桜ケ丘分館　蕁焉3473 
　　　　　　（分館は全日　午前９時～午後５時） 
http：//www.tosyokan.kani.gifu.jp/

展示のご案内 

新しく入った本 

休館日 

 

【日時と場所】 
○本館・帷子分館　毎週土曜日午後２時～ 
○桜ケ丘分館　毎週土曜日午前１１時１０分～ 
【内容】絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本の紹介など 

かにっ子タイム 

ちびっこかにっ子タイム 

【本館】毎週月曜日（１１日（祝）は開館）、 
　　　１２日（火）、２９日（金） 
【分館】毎週月曜日、１２日（火）、２９日（金） 

●「市史編さん室からパート１２」展 
　２／１５（金）～３／５（水）（本館） 
●「つるし雛飾り」展 
　１／２６（土）～２／２８（木）（帷子分館） 
●「心ほのぼの絵手紙」展 
　１／２６（土）～２／２８（木）（桜ケ丘分館） 

【日時と場所】 
○本館　第２・４木曜日午前１１時～ 
○帷子分館　第２・４木曜日午前１０時３０分～ 
○桜ケ丘分館　第１・３・５水曜日午前１０時～ 
【内容】赤ちゃん絵本の読み聞かせ、手遊び、歌遊びなど 

【
一
般
書
】 

【
児
童
書
】 

M E D I A 　 I N F O R M A T I O N

　障がい者や高齢者など災害時に何らかの助け
を必要とする要援護者の支援体制を強化する制
度が始まります。 
★シリーズ：好きなのはカニダー 

2／2（土）～8（金） 

●ご近所での助け合い 
　～災害時要援護者支援対策～ 

　1月に行われた青少年団体交流会の模様をお
伝えします。子どもたちの元気な姿をご覧ください。 
★シリーズ：図書館だより 

2／9（土）～15（金） 

●わかるよ・できるよ・楽しいよ 
　～青少年団体交流会～ 

　毎日の暮らしに不安の影を落とすような事件
が発生しています。今回は防犯について地域や
団体で取り組んでいる事例を紹介します。 
★シリーズ：学校めぐり 

2／16（土）～22（金） 

●安全な街で暮らそう 

　可児市の未来を拓く・教育プラン「エデュース9」
の取り組みを紹介します。 
★シリーズ：我ら！多文化共生 

2／23（土）～29（金） 

●うるおいライフ 

ケーブルテレビ可児 （アナログ7ch、デジタル12・177ch ）で毎日放映中！！ 

●FMでんでん 

楽しい音楽とともに、市からの情報を提供しています。 
ぜひお聞きください。 

「FMでんでん」にて放送！ 

76．8MHｚ 毎週月～金曜日 
午前9時～9時15分 
午後5時～5時15分（再放送） 

７：３０・１２：００・１９：００・２０：３０・２２：００ 
（土・日曜日は１４：００にも放送） ※番組の内容や時間は変更することがあります。 

KANI city インフォメーション 

『岡田恭子のらくらくマクロビオティック教室』 
 岡田恭子／著（日東書院本社） 
『空飛ぶナース』山本ルミ／著（新潮社） 
『ズッコケ中年三人組age４２』 
 那須正幹／著（ポプラ社） 
『ほしのはじまり』星新一／著（角川書店） 
『面白いほどよくわかる年金のすべて』 
 澤木明／監修（日本文芸社） 

『サンタクロースが二月にやってきた』 
 あべ弘士／絵・今江祥智／文（文研出版） 
『ロボットとあおいことり』 
 デイヴィッド・ルーカス／作（偕成社） 
『おつかいしんかんせん』 
 福田岩緒／作・絵（そうえん社） 

● 2／13（水） 

愛岐ケ丘五丁目公園・・・・・・・･･･ 2：10～2：40 

春里小学校・・・・・・・・・・･･･････････ 2：50～3：30 

愛岐ケ丘中央公園・・・・・・・・・・･･･ 3：45～4：30 

● 2／14（木） 

兼山小学校・・・・・・・・・・・･･・・・・････ 1：10～1：50 

兼山公民館・・・・・・・･･・・・・･･・・・・・･ 2：10～3：00 

● 2／15（金） 

奥山台あすなろ公園・・・・・・・･･･ 1：30～2：05 

星見台・・・・・・・・･･・・・・･･・・・・・・・･･･ 2：20～2：50 

松伏団地・・・・・・･･・・・・･･・・・・・・・･･･ 3：05～3：35 

旭小学校・・・・・・・・･･・・・・･・･・・・・･･･ 3：50～4：30 

● 2／19（火） 

みずきケ丘三丁目公園・・・・・･･･ 1：30～2：00 

今公民館・・・・・・･･・・・・･･・・・・・・・･･･ 2：10～2：40 

清水ケ丘集会所・・・・・・・・･・・・･･･ 2：55～3：30 

南帷子小学校・・・・・・・・・・･･・・・･･･ 3：45～4：30 

● 2／20（水） 

柿下公民館・・・・・・・･・・・・･･・・・・･･･ 1：30～2：00 

緑ケ丘二丁目バス停・・・・・・・･･･ 2：10～2：50 

広見東連絡所・公民館・・・・・･･･ 3：05～3：30 

東明小学校・・・・・・・・・･･・・・・･・・･･･ 3：45～4：30 

● 2／21（木） 

可児川苑・・・・・・・･･・・・・･･・・・・･･・・･ 1：30～2：00 

日本ランド公民館・・・・・・・・・・・･･･ 2：10～2：30 

帷子小学校・・・・・・・･･・・・・･･・・・・･･ 2：50～3：30 

ふれあいセンター長坂・・・・・･･･ 3：40～4：30
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Narcissus（ナルシサス）という学名は、ギリシア神話の美少年の名前に
由来します。 
うつむきがちに咲く様子は、水面に映る自分の姿に見とれているかのよう
です。 （瀬田　花フェスタ記念公園） 

　料理を通じて食への関心を高めながら、親子のふれ

合いを深めようと、全国のガス事業者などが主催する親

子クッキングコンテストの東海大会で優勝しました。母

の裕子さんは、野球選手松井秀喜さんが、健康な食生活

の指標として「ま・ご・わ・や・さ・し・い」を意識している

とコメントしていたのをヒントに、豆類・ゴマ・野菜・魚な

どがおいしくとれる料理を考案し、審査でも好評を得ま

した。 

　「家族みんなで手作りの食を大切にしている」という

横井家。いつも進んでお手伝いをしている胡桃さん（小

学３年生）は、「お料理を作るのも食べるのも大好き」 

といいます。将来はケーキ屋さんになりたいという胡桃

さんとお母さんに、取材したこの日も仲良くシフォンケ

ーキを作っていただきました。 

スイセン（水仙） 

No.614 ２００８年２月１日号 

市の人口　１０２,７７７人 （男／５１,１４５人　女／５１,６３２人）　世帯数　３７,７１６世帯　（１月１日現在） 
 （前月より１４１人増・６６世帯増、昨年同月より８８９人増・６９８世帯増） 
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広報かには古紙配合率１００％・白色度８０％再生紙を使用し、 
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。 VOC成分 

ゼロ 

表紙の人 
　横井裕子さん・胡桃さん 
　（皐ケ丘の自宅にて） 

スイセン（水仙） 


